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お
　
知
　
ら
　
せ

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
）」
を
支
給
し
ま
す

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得

の
少
な
い
高
齢
者
の
方
を
支
援
し
、
平
成

28
年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
と
な
る

よ
う
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
（
注
１
）

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
と
な
る
方
（
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

（
注
１
）
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

に
佐
渡
市
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、
住
民

税
等
の
申
告
が
な
い
た
め
課
税
状
況
が

不
明
の
方
や
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等
や
生
活
保
護
の
受
給
者
等

は
除
き
ま
す
）

※	

電
話
で
の
課
税
状
況
等
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、本
人
確
認
が
で
き
な
い
た
め
回
答
で

き
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

申
請
書
の
提
出
方
法

　

４
月
下
旬
に
、
支
給
対
象
者
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
等
を
郵
送
し

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
受
付
け
ま
す
。）。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
給
付
金
事
務
室

　

☎
63
―
３
１
１
７

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
窓
口

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報

の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
、
佐
渡
市

や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）
な
ど
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
が
届
い
た
り
し
た
ら
、
迷

わ
ず
、
市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
番
号
（
☎
♯

９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
障
害
者
差

別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
が

い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　

国
の
行
政
機
関
・
地
方
公
共
団
体
等
お

よ
び
民
間
事
業
者
に
お
け
る
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置

に
つ
い
て
定
め
た
法
律
で
す
。
障
が
い
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
障
が
い
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は

　

障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ

う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の
配
慮

を
求
め
る
意
思
の
表
明
（
注
１
）

が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲

で
、
社
会
的
障
壁
（
注
２
）

を
取
り
除
く
た

め
に
必
要
で
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
配
慮
を
行

わ
な
い
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
権

利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
、
差
別
に

当
た
り
ま
す
。

（
注
１
）意
思
の
表
明
の
注
釈
…
本
人
の
意
思
表

明
が
困
難
な
場
合
に
は
、そ
の
家
族
や
介
助
者

な
ど
が
本
人
を
補
佐
し
て
意
思
の
表
明
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
注
２
）社
会
的
障
壁
と
は
…
障
が
い
の
あ
る
方

に
と
っ
て
、日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
上

で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
指
し
ま
す
。（
利

用
し
に
く
い
施
設
、制
度
、慣
行
、観
念
な
ど
）

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３	

　


63
―
５
１
２
１

障害者差別解消法では次のように定めています

不当な差別的
取扱いの禁止

障がいのある方
への合理的配慮の

提供

国の行政機
関・地方公共
団体等

×禁止
不当な差別的
取扱いが禁止
されます

法的義務
合理的配慮を行
わなければなり
ません

民間事業者
※民間事業者
には、個人事業
者やＮＰＯ等
の非営利事業
者も含みます

×禁止
不当な差別的
取扱いが禁止
されます

努力義務
合理的配慮を行
うよう努めなけ
ればなりません

例えば

障がいを理由
として、サービ
スの提供や入
店を拒否して
はいけません

筆談や読み上げ
など、障がいの
特性に応じたコ
ミュニケーショ
ン手段で対応す
ること

◆	合理的配慮について、重すぎる負担がある場合は、障がいのある
方に、なぜ負担が重すぎるのか理由を説明し、別のやり方を提案
することを含め、話し合い、理解を得るよう努めることが大切です。
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